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高山村議会議員  高井 央葉    
質 問 事 項 質問の趣旨 

１． 長期休みに子ど

も達の居場所を 
 近年、共働き世帯の増加に伴い、全国的に放課後児童クラブなどの利用は

増加の一途をたどっている。一方で、夏休みなどの長期休暇期間は、学童保

育を利用しているか否かに関わらず、すべての子どもたちにとって、普段と

は異なる生活リズムとなり、その過ごし方は大きな課題となっている。本村

においては、高山児童クラブ、および学童保育聖徳園の運営に注力されてい

ることは承知しているが、長期休暇期間のみ、子どもの居場所に困窮するご

家庭があることも事実。児童クラブや学童保育は共働き家庭のニーズに応え

る重要な役割を担っているが、その利用には保護者の就労要件などが伴うた

め、すべてのご家庭が利用できるわけではない。また、長期休暇中には普段

とは異なる体験や活動を求める声も少なからずある。 

そこで、本村の子どもたちが、誰一人取り残されることなく、長期休暇期

間も安全・安心に過ごし、多様な体験を通じて成長できるよう、以下の点に

ついて問う。 

 

 

質問要旨と質問 

①長期休暇中の子どもの居場所に関する現状認識について 

１）長期休暇中のみ居場所に課題を抱える家庭の実態について、どのよう

に認識しているか。 

２）現在、学童保育以外に、長期休暇中の子どもの居場所としてどのよう

な選択肢があるか。 

②多様な居場所づくりの推進について 

１）本村のみならず、近隣市町村や他県で活動されている子どもの学習支

援、体験活動、食事提供などを地域で行う団体（NPO、ボランティア

など）の実態について、どの程度把握しているか。 

２）地域と連携した多様な居場所づくりの推進のため、具体的な補助制度

や支援策、情報提供のプラットフォームを構築する考えはあるか。 

③今後の展望と体制強化について 

１）長期休暇中の子どもの居場所づくりを、既存の部署だけでなく、庁内

横断的な連携体制で推進していくべきと考えるが、いかがか。 

２）子どもの居場所づくりを単なる預かり事業ではなく、子どもたちの成

長を促す「学びと体験の場」として位置づけ、今後どのように事業を

強化していく考えはあるか、本村の展望を問う。 
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質 問 事 項 質問の趣旨 
２．子ども達の安心

安全な登下校環境を 
 近年の地域公共交通の担い手不足や利用者の減少を背景に、本村では、利

用者の需要に応じ、利便性の増進を図り、地域の実情に即した輸送サービス

の実現に向けて、本年 10 月より地域公共交通網の見直しが予定されてい

る。それに伴い、朝の通学時のバスの時間の見直しは早々にされたが、これ

まで公表されている情報では、17 時半以前に帰宅となる、主に小学生はど

のように帰るようになるのか、不明である。また、朝の通学時のバス運行は

見直されたものの、小学 2 年生以上の子は学校より 2 キロ程度手前でバスを

降りることになっており、早く家を出る上にそこまで歩く必要がどの程度あ

るのか、疑問である。さらに 1 年生においては、学校が開く 20 分も前に小

学校下の停留所に降りるという現状を聞いており、その状態に不安もある。  
そこで、本村の子ども達が安心して学校の登下校が出来るよう、以下の点

について問う。 
 
 
 
 
 
 

質問要旨と質問 
①現状の把握と認識について 

１）現在、バスを利用している小中学校の児童・生徒数は、どの程度か。 
２）村や教育委員会に対し、通学バスの運行に関する要望や相談は寄せら

れているか、寄せられているとすれば、その内容はどのようなもの

か。 
３）現在、小学 2 年生以上の子ども達が学校より 2 キロ程度手前でバスを

降りている理由は。バス通学の子はただでさえ家を早く出ているの

で、もっと近くで降りるなどの考えは。 
４）小学 1 年生のみが学校が開く 20 分前にバス停についている現状につ

いてはどのように把握されているか。 
 
②公共交通網の見直し以降について 
１）公共交通網見直し後、10 月からバス利用の小中学生の帰宅はどのよ

うに考えているか。 
③今後の展望と体制強化について 
１）バスというと公共交通と思われがちだが、小中学生の通学手段の問題

は、やはり教育委員会が主となり、PTA とも連携を取り、近年の子ど

もの体力や暑さなどの問題についても一緒に進めるべきと考えるが、

今後の展望は。 
２）子ども達の安全と教育の機会を守ることは、自治体の重要な責務であ

る。今後子どもが減っていく中で、本村の子ども達が安心して登下校

出来る環境について、徒歩通学の子どもも含めてどのように考えてい

るか。 
 
 
 
 
 
 
 

 


